
 
 
 

2016 年 12 月 21 日 

  “全包囲美白”で澄みわたる白肌に導くベース&コンパクト 
 

ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングベース＜医薬部外品＞ 
ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングコンパクト＜医薬部外品＞ 

 

                                     2017 年 2 月 5 日発売   
ノエビアは、メラニン生成のプロセスにあらゆる方向からアプローチする美白*1 シリーズ『トゥブラン』か

ら、｢ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングベース｣と「ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニング

コンパクト」を 2017 年 2 月 5 日に新発売します。“ハーバルスキンケアのパイオニア”としての植物研

究と、長年にわたる美白研究の成果を応用し、美白と保湿の両方に応えるアイテムです。日中も“全包囲

美白”の強化を目指し、美白有効成分*2 とサポート成分*3 を配合。高い密着力で化粧崩れを防ぎ、澄みわ

たる白肌に導きます。全国の販売店、通信販売にてご購入いただけます。 

【ブランドサイト】http://www.noevir.co.jp/toutblanc/ 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 メラニンの生成をおさえ、シミ・ソバカスを防ぐ *2 L-アスコルビン酸 2-グルコシド、リン酸 L-アスコルビルマグネシウム（D） 

*3 酵母エキス(1)､ヒメフウロエキス､アーティチョークエキス、セイヨウハッカエキス（全て保湿成分） 

 

 

商品名 
SPF 値 

PA 値 
品種 容量 価格 

ノエビア トゥブラン  
薬用ホワイトニングベース*4＜医薬部外品＞ 

SPF30・ 
PA+++ 

1 種 30g 
4,700 円 

（税込5,076円） 

ノエビア トゥブラン  
薬用ホワイトニングコンパクト*5＜医薬部外品＞ 
リフィール（スポンジ付） 

※ケース別売 

SPF30・ 
PA++ 

7 種 
 
 

12g 

各 4,900 円 
（税込5,292円） 

ケース 1,800 円 
（税込 1,944 円） 

 

(P-2/B-2/ 
B-3/O-1/ 
O-2/O-3/ 

O-4) 

*4 販売名：N 薬用ホワイトニングベース j *5 P-2 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー NPe B-2 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー NBe B-3 販売名：N 薬用ホワイトニン

グパウダー MBe O-1 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー LOe O-2 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー NOe O-3 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー MOe  
O-4 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー DOe 

 
 

株式会社ノエビア 東京都中央区銀座 7-6-15 

グループ宣伝企画部 鈴木・神谷・田中 

TEL 03-5568-0361  FAX 03-5568-0449  
 

 

  
0120-401-001     【ノエビアお客さまサービス室】 

http://noevirstyle.jp オンラインショップ【ノエビアスタイル】 

＜お客さまからのお問い合わせ＞ ＜マスコミの方からのお問い合わせ＞ 

http://noevirstyle.jp/


 
 

 

 

 

  肌にぴったり均一に密着して、明るさとハリ感をキープするベース。 

                 
ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングベース＜医薬部外品＞ 

SPF30・PA+++ 30g 4,700 円(税込 5,076 円) 

自然な薄膜できちんとカバー。一日中光を放つような透明美肌へ。                 

【ご使用法】基礎化粧品で肌を整えたあと、適量を手にとり顔全体になじませるようにのばします。 

光を反射して輝くカラーコントロールパール*8 でくすみがちな肌をしっかりカバーしながら、内側から

輝くような明るさへとトーンアップします。また、マイクロナイズド製法を採用し、うすく均一にひろ

がるなめらかな使い心地にもこだわりました。さらに、皮脂と混ざり合ってもくすみにくいラスティン

グホワイトパウダー*9 配合で、つけたての美しさが長時間続きます。 

【ご使用法】ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングベースを肌にのばしたあと、スポンジで軽くなで

るようにしてとり、顔全体にむらなくのばします。 

*8 雲母チタン、メチルポリシロキサン *9 合成金雲母 

 

 

＜肌をトーンアップさせるシルバーパウダー＞ 

 

＜化粧崩れを防ぎ、美しい肌をキープする2種類のポリマー＞ 

 

＜皮脂と混ざり合ってもくすまないラスティングホワイトパウダー＞ 
 

＜なめらかな使い心地をかなえるマイクロナイズド製法＞ 

 

「ラスティングホワイトパウダー」に、 

皮脂（オイル）を添加 

マイクロナイズド処理後のビタミンC誘導体 

ビタミンC誘導体は固まってザラザラした使い

心地になりがち。オイルや粉類を混ぜながら

マイクロナイズド処理することで、なめらかな

使い心地に 

 

 

＋ 

オイル 

 

粉類 

 

ビタミンC誘導体 

ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングコンパクト＜医薬部外品＞ 

SPF30・PA++ 全 7 種 12g リフィール（スポンジ付） 
各 4,900 円(税込 5,292 円)  
ケース 1,800 円(税込 1,944 円) 

通常のホワイトパウダーに 

皮脂（オイル）を添加 

くすみにくい 皮脂と混ざるとくすむ 

※イメージ図

  

 

シルバーパウダー*6 がひと塗りで肌をトーンアップ。鏡面反射作用でシミや色むら、凹凸を

ぼかし美しく整えます。また、2 種類のポリマー*7 が均一に密着し、ハリ感のある肌をキープ。

日中も美白効果で、明るく透明感のある肌へ。 
*6 雲母チタン *7 架橋型メチルポリシロキサン、トリメチルシロキシケイ酸  

 

 

シミ ※イメージ図

  

 

シルバーパウダー 

鏡面反射作用で、シミや色むら、凹凸をぼかし、美しく整えます 

 

肌の表情に合わせて伸縮するポリマー 

 

肌にハリを与えるポリマー 

 

柔らかいポリマーが、肌の動きに合わせて

伸縮し、肌にぴったりフィット 

 

 

ポリマーが肌にフィットし、

ハリ感を与えます 

※イメージ図
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 『ノエビア トゥブラン』薬用シリーズ について 
 

『トゥブラン』は、メラニン生成のプロセスにあらゆる方向からアプローチする“全包囲美白”を目指し、

美白有効成分とサポート成分を配合した薬用美白シリーズです。 

 

 ●2017 年 2 月 5 日発売新商品 

 

ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングベース＜医薬部外品＞ 30g 4,700 円（税込 5,076 円） 
販売名：N 薬用ホワイトニングベース j  

 

ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングコンパクト＜医薬部外品＞ 

全 7 種 12g リフィール（スポンジ付）各 4,900 円(税込 5,292 円) 
ケース 1,800 円(税込 1,944 円) 

 

 

 

●2015 年 4 月 5 日発売スキンケアシリーズ 

 

 

 

 

 

 

ノエビア トゥブラン 薬用クレンジングマッサージクリーム ＜医薬部外品＞ 130ｇ 5,000 円（税込 5,400 円） 

 

ノエビア トゥブラン 薬用クレンジングフォーム ＜医薬部外品＞ 120ｇ 4,000 円（税込 4,320 円） 

 

ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングローション＜医薬部外品＞ 160mL  5,800 円（税込 6,264 円） 

 

ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングミルクローション ＜医薬部外品＞ 110mL 6,500 円（税込 7,020 円） 

 

ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングクリーム ＜医薬部外品＞ 35g 7,000 円（税込 7,560 円） 

 

ノエビア トゥブラン 薬用ホワイトニングクリームマスク ＜医薬部外品＞ 100ｇ 6,000 円（税込 6,480 円） 

 

 

シリーズ全体で以下の成分を配合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P-2 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー NPe B-2 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー NBe B-3 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー MBe 
O-1 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー LOe O-2 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー NOe O-3 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー MOe  
O-4 販売名：N 薬用ホワイトニングパウダー DOe 

 

販売名：N 薬用クレンジングクリーム e 

 
販売名：N 薬用クレンジングフォーム e 

 
販売名：N 薬用ホワイトニングローション e 

 
販売名：N 薬用ホワイトニングミルクローション s 

 
販売名：N 薬用ホワイトニングクリーム s 

 
販売名：N 薬用ホワイトニングクリームマスク e 

 

◆美白有効成分とサポート成分  

有効成分 
美白成分： ビタミン C 誘導体(L-アスコルビン酸 2-グルコシド、リン酸 L-アスコルビルマグネシウム（D）） 

抗炎症成分：グリチルレチン酸ステアリル、グリチルリチン酸ジカリウム 

サポート成分 
酵母エキス(1)､ヒメフウロエキス､アーティチョークエキス､油溶性甘草エキス、スイカズラエキス､セイヨウ 

ハッカエキス(全て保湿成分)  

サンゴ草抽出液 

◆保湿成分 

 

甘草   ヒメフウロ  セイヨウハッカ   スイカズラ   アーティチョーク  

サンゴ草   

(写真左から) 
 

(写真左奥から時計回りに) 
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